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主な記事

　
2
0
1
1

年
3
月
の
東

京
電
力
福
島

第
1
原
発
事

故
後
5
年
が

経
過
し
よ
う

と
し
て
い

る
。
1
月
　
日
、
関
西
電
力

29

は
高
浜
原
発
3
号
機
（
福
井

県
高
浜
町
）
の
原
子
炉
を
起

動
し
再
稼
働
さ
せ
た
。
原
子

力
規
制
委
員
会
の
新
基
準
に

適
合
し
た
原
発
で
は
、
九
州

電
力
川
内
原
発
1
、
2
号
機

（
鹿
児
島
県
）
に
次
ぎ
3
基

目
で
あ
る
。プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・

ウ
ラ
ン
混
合
物
（
M
O
X
）

燃
料
を
使
う
プ
ル
サ
ー
マ
ル

発
電
で
は
初
め
て
の
再
稼
働

と
な
っ
た
▼
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
は
原
発
に
回
帰
し

た
が
、
原
発
再
稼
働
反
対
の

世
論
は
根
強
く
、
原
発
か
ら

出
る
「
核
の
ご
み
」
問
題
な

ど
重
要
課
題
も
山
積
し
て
い

る
。
東
京
電
力
な
ど
原
発
を

保
有
す
る
電
力
9
社
が
、
稼

働
し
て
い
る
原
発
が
な
か
っ

た
　
年
度
に
、
プ
ラ
ン
ト
の

14
維
持
、
管
理
の
た
め
計
1
兆

4
0
0
0
億
円
を
使
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

各
社
は
こ
の
費
用
の
う
ち
多

く
を
電
気
料
金
に
転
嫁
し
て

い
る
。
電
気
料
金
は
上
が
っ

た
が
、
電
力
不
足
を
心
配
す

る
声
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
た

と
感
じ
る
。
4
月
に
は
電
力

小
売
り
が
全
面
自
由
化
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
▼

電
力
会
社
は
い
ま
だ
に
経
営

優
先
、
は
た
し
て
福
島
の
教

訓
は
本
当
に
生
か
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
医
療
人
と

し
て
人
命
最
優
先
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。（
千
）

（ ）1

▼
経
済
的
理
由
の
受
診
抑
制
　
4
割
が
経
験
  …
…
…
…
…
…
…
…
…
2
面

▼
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
負
担
増
　
参
院
選
後
に
要
注
意
  …
…
…
…
…
…
3
面

▼
女
性
医
師
の
半
生
描
く
　
映
画
「
い
し
ゃ
先
生
」  …
…
…
…
…
…
…
　
面
10

▼
診
療
報
酬
改
定
新
点
数
検
討
会
　
全
国
の
開
催
一
覧
  …
…
…
…
…
　
面
12

蓋
街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

　
猿
猿

　
住
江
　
T
P
P
は
医
療
援

助
の
現
場
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
か
。 

　
加
藤
　
世
界
で
最
も
貧
し

い
国
で
、
最
も
貧
し
い
人
々

に
医
療
援
助
活
動
を
行
っ
て

き
た
立
場
か
ら
、
T
P
P
は

医
薬
品
の
普
及
に
と
っ
て
史

上
最
悪
の
貿
易
協
定
だ
と
思

で
安
価
な
医
薬
品
を
普
及
す

る
独
自
の
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
ね
。

　
加
藤
　
1
9
9
9
年
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を

き
っ
か
け
に
、「
必
須
医
薬
品

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
▽
良
質
で
求

め
や
す
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬

の
生
産
を
促
し
、
医
薬
品
、

ワ
ク
チ
ン
等
の
価
格
を
下
げ

る
▽
企
業
の
営
利
が
公
衆
衛

生
上
の
ニ
ー
ズ
に
勝
る
こ
と

い
ま
す
。
命
を
救
う
薬
を
、

患
者
か
ら
取
り
上
げ
る
も
の

で
す
。
製
薬
企
業
の
独
占
が

強
化
さ
れ
、
低
価
格
な
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
の
流
通
が
阻
ま

れ
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
薬

に
頼
っ
て
生
き
る
人
々
が
薬

を
利
用
で
き
な
く
な
る
。

　
公
衆
衛
生
は
企
業
の
利
益

に
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
命
を
救
う
医
薬
品
や
ワ

ク
チ
ン
が
、
貧
し
い
国
に
お

け
る
大
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
と
化

し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　
猿
猿

　
住
江
　
国
内
法
へ
の
干
渉

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
藤
　
T
P
P
は
参
加
国

の
公
衆
衛
生
上
の
保
障
条
項

を
骨
抜
き
に
し
、
多
国
籍
製

薬
企
業
の
利
益
の
た
め
に
知

的
財
産
権
の
保
護
措
置
を
盛

り
込
む
形
で
制
度
改
正
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
発
展
途
上
国

の
人
々
を
は
じ
め
、
そ
こ
で

の
医
療
を
担
う
M
S
F
の
よ

う
な
団
体
は
、
必
要
と
し
て

い
る
安
価
な
医
薬
品
を
購
入

し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
ド
は
、「
途
上
国
の
薬

局
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
の
製
造
が
盛
ん

で
す
。
公
衆
衛
生
保
護
の
た

め
、
特
許
の
付
与
に
つ
い
て

も
厳
し
い
制
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
多
国
籍
製

薬
業
界
や
米
国
な
ど
が
イ
ン

ド
政
府
に
圧
力
を
掛
け
て
イ

ン
ド
製
の
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の

価
格
を
引
き
下
げ
る
市
場
競

争
を
妨
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
T
P
P
非
加
盟
国
の
イ

ン
ド
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
圧

力
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

　
M
S
F
は
、
薬
の
高
価
格

化
を
も
た
ら
す
有
害
な
条
項

を
削
除
し
な
い
限
り
T
P
P

を
発
効
さ
せ
な
い
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

　
猿
猿

　
住
江
　
M
S
F
に
は
良
質

　
T
P
P
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の
署
名
式
が
2
月
4

日
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

2
月
に
公
開
さ
れ
た
協
定
文
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
医
薬

品
の
デ
ー
タ
保
護
期
間
の
創
設
や
医
薬
品
の
特
許
期
間
の

延
長
に
よ
っ
て
、
医
薬
品
の
普
及
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
最
貧
国
や
紛
争
地

で
医
療
援
助
を
続
け
て
き
た
国
境
な
き
医
師
団（
M
S
F
）

日
本
の
加
藤
寛
幸
会
長
に
、
医
療
援
助
の
現
場
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の
住
江
憲
勇

会
長
が
聞
い
た
（
次
号
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
M
S

F
病
院
爆
撃
に
つ
い
て
聞
く
）。

が
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
▽

薬
の
特
許
が
医
薬
品
の
入
手

を
妨
げ
る
障
壁
と
な
ら
な
い

よ
う
に
監
視
す
る
―
な
ど
で

す
。
仮
に
T
P
P
が
発
効
し

た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が

台
無
し
に
な
り
ま
す
。

（
9
面
へ
続
く
）

全
医
師
・
歯
科
医
師
P
R
号

患者から薬取り上げる
TT
PP
PP
はは
最
悪
の
貿
易
協

最
悪
の
貿
易
協
定定

国
境
な
き
医
師
団
日
本
会
長
  加
藤
寛
幸
 氏

今
号
は
会
員
外
の
先
生
に
も
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

聞き手 保団連会長・住江憲勇

　
2
0
1
6
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
保
団
連
の
要
望
の
反
映

も
含
め
、
改
善
・
是
正
等
が
見
ら

れ
る
。
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
や

改
善
を
求
め
る
署
名
や
国
会
要

請
な
ど
の
取
り
組
み
の
成
果
だ

（
4
面
に
「
改
善
さ
れ
た
主
な
点

数
・
項
目
」）。

   医
科

　
猿「
同
一
日
」撤
廃
、減
算
緩
和

　
在
宅
で
は
、
在
宅
時
医
学
管
理

総
合
料
等
に
お
い
て
、
同
じ
建
物

で
は
、
同
一
日
に
診
療
し
た
人
数

で
は
な
く
、
医
学
管
理
を
実
施
す

る
人
数
に
よ
る
評
価
に
変
更
さ
れ

る
。
同
一
日
の
複
数
訪
問
の
減
算

が
緩
和
さ
れ
た
。
他
方
、
患
者
の

重
症
度
と
訪
問
回
数
に
よ
っ
て
基

本
報
酬
に
格
差
が
持
ち
込
ま
れ

た
。
月
2
回
・
1
回
の
患
者
区
分

な
ど
が
注
視
さ
れ
る
。

　
訪
問
診
療
料
は
、
特
定
施
設
か

否
か
を
問
わ
ず
、
同
一
建
物
・
そ

れ
以
外
の
2
区
分
の
み
と
な
り
、

同
一
建
物
の「
特
定
施
設
等
以
外
」

の
1
0
3
点
は
「
同
一
建
物
」
に

吸
収
さ
れ
、
2
0
3
点
に
な
る
。

　
猿
入
院
中
他
院
受
診
の
減
算
緩
和

　
入
院
患
者
の
他
院
受
診
で
の
入

院
料
等
減
算
が
全
般
的
に
緩
め
ら

れ
た
。
保
団
連
で
は
繰
り
返
し
撤

廃
を
求
め
て
き
た
。

　
一
部
の
有
床
診
で
、新
設
の「
有

床
診
療
所
在
宅
復
帰
機
能
強
化
加

算
」
等
を
算
定
す
る
場
合
、
在
宅

復
帰
率
の
計
算
対
象
と
な
る
。有
床

診
の
経
営
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

　
猿
採
血
・
注
射
料
引
上
げ

　
検
査
で
は
、
血
液
採
取
（
静
脈
）

が
　
点
か
ら
　
点
に
、
6
歳
未
満

20

25

の
乳
幼
児
の
加
算
が
　
点
か
ら
　

16

20

点
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
皮
内
、

皮
下
及
び
筋
肉
内
注
射
が
　
点
か

18

ら
　
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
静

20
脈
内
注
射
も
　
点
か
ら
　
点
に
、

28

30

6
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
加
算
が
　42

点
か
ら
　
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

45

保
団
連
は
汎
用
点
数
の
抜
本
的
な

引
上
げ
を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

   歯
科

　
猿
歯
科
疾
患
管
理
料
の
運
用
改
善

　
歯
科
で
は
、
歯
科
疾
患
管
理
料

の
算
定
要
件
か
ら
文
書
提
供
が
外

れ
、
管
理
計
画
の
策
定
と
説
明
に

変
更
さ
れ
た
。
点
数
は
1
0
0
点
。

歯
科
疾
患
の
管
理
に
係
る
文
書
を
提

供
し
た
場
合
は
　
点
加
算
と
な
る
。

10

　
猿
訪
問
の
時
間
要
件
緩
和

　
在
宅
医
療
で
も
、
歯
科
訪
問
診

療
1
に
お
け
る
時
間
要
件
の
緩
和

な
ど
、
保
団
連
の
要
求
が
反
映
さ

れ
た
項
目
が
多
い
。

保
団
連
の
要
望
を
反
映

20120166年年度度診療報酬改診療報酬改定定でで改善点改善点
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前
夜
の
歯
科
理
事
会
は
4

月
改
定
答
申
の
分
析
評
価
。

な
ん
ら
定
義
も
さ
れ
な
い
ま

新
専
門
医
制
度
と
開
業
医
の
役
割

第
2
回

第
2
回
保保
団
連
理

団
連
理
事事
会会

【2月14日】

　
医
師
・
歯
科
医
師
と
し

て
の
倫
理
と
は
、
す
べ
て

の
人
に
最
新
・
最
善
の
医

療
を
享
受
せ
し
め
る
こ
と

と
確
信
し
、
全
国
で
診
療

に
あ
た
っ
て
い
る
保
険
医

の
皆
様
。
す
べ
て
の
人
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

に
は
、
社
会
保
障
制
度
が

充
実
し
て
こ
そ
と
、
日
々

実
感
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。し
か
し
今
、

逆
行
す
る
動
き
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
医
療
機
関
経
営
の
原
資

で
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
受

け
る
医
療
の
質
と
量
を
規

定
す
る
診
療
報
酬
の

改
定
は
、全
体
で
1
・

　
％
の
マ
イ
ナ
ス
と

31な
り
ま
し
た
。
2
0

1
6
年
度
予
算
案
で

は
社
会
保
障
分
野

は
、
自
然
増
分
の
う
ち
5

0
0
0
億
円
が
削
減
さ
れ

る
一
方
、
防
衛
費
は
5
兆

円
を
突
破
し
ま
し
た
。
今

後
安
全
保
障
関
連
法
の
施

行
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
防

衛
費
が
拡
大
し
、
社
会
保

障
予
算
を
圧
迫
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

私
た
ち
が
医
療
を
提
供
す

べ
き
多
く
の
国
民
・
患
者

さ
ん
は
、
格
差
と
貧
困
に

追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
対
的
貧
困
率
は
　
・
1

16

％
、
約
2
0
0
0
万
人
が

非
正
規
雇
用
、
約
1
9
0

0
万
人
が
年
収
2
0
0
万

円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
も
と

保
団
連
は
、
社
会
保
障
の

充
実
、
よ
り
良
い
医
療
の

実
現
を
国
に
要
請
し
て
い

ま
す
。
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
・
改
善
、
社
会
保
障

費
の
抑
制
を
や
め
る
こ

と
、
患
者
負
担
の
軽
減
、

法
人
税
引
き
上
げ
と
総
合

累
進
課
税
強
化
に
よ
る
財

源
確
保
な
ど
を
目
指
し
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
　
こ
の
他
、
日
々
の
医
院

経
営
を
助
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ

や
、
万
一
の
病
気
や
事
故

に
備
え
る
休
業
補
償
制
度

を
持
ち
、
保
険
医
の
皆
さ

ん
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
も
整
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
入
会
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

保
険
医
協

保
険
医
協
会会
・・
医
会
へ
ご
入
会

医
会
へ
ご
入
会
をを

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長長
　
住
江
憲
勇

住
江
憲
勇

国
会
議
員
　
人
が

45

署
名
引
き
受
け

　
保
団
連
な
ど
が
参
加
す
る

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
は
、
昨
年

6
月
か
ら
今
年
1
月
中
旬
に

か
け
て
▽
窓
口
負
担
の
引
き

下
げ
▽
歯
科
医
療
の
保
険
範

囲
の
拡
大
▽
歯
科
医
療
に
関

わ
る
予
算
の
増
額
、
の
3
点

を
求
め
る
署
名
　
万
筆
超
を

29

集
め
、
衆
参
国
会
議
員
　
人
45

に
提
出
し
た
。
1
月
　
日
に

21

開
催
し
た
国
会
内
集
会
で
大

藪
憲
治
理
事
は
、「
歯
科
に
関

す
る
署
名
で
は
あ
る
が
、
医

科
の
先
生
が
熱
心
に
集
め
て

く
れ
た
の
が
印
象
的
」
と
話

し
た
。
集
会
に
は
与
野
党
の

国
会
議
員
　
人（
代
理
含
む
）

25

が
参
加
。
中
に
は
、
連
絡
会

が
作
成
し
た
「
現
存
歯
数
が

多
い
ほ
ど
医
療
費
は
少
な

い
」
こ
と
な
ど
を
示
す
デ
ー

タ
が「
非
常
に
勉
強
に
な
る
」

と
述
べ
た
議
員
も
い
た
。　

意
見
書
採
択
も
　

進
む

　
連
絡
会
が
取
り
組
む
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
」
自
治
体
意
見
書

採
択
運
動
で
は
、
大
分
、
鳥

取
の
二
県
が
全
自
治
体
採
択

を
実
現
。
現
在
、
意
見
書
採

択
は
　
・
4
%
の
自
治
体
ま

34

で
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
診
療
報
酬
の
プ
ラ

ス
改
定
や
歯
科
技
工
士
と
連

携
し
て
歯
科
技
工
問
題
の
解

決
を
求
め
る
厚
労
省
要
請
、

国
会
内
集
会
も
重
ね
て
き

た
。
　
昨
今
、
歯
科
の
重
要
性
へ

の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。

口
腔
ケ
ア
や
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

が
虫
歯
や
歯
周
病
の
予
防
だ

け
で
な
く
、
高
齢
者
の
Q
O

L
の
維
持
向
上
や
全
身
疾
患

の
改
善
、
健
康
増
進
に
役
立

つ
こ
と
が
、
新
聞
、
雑
誌
な

ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
保
団
連
で
は

今
後
も
、
医
科
歯
科
一
体
で

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
求

め
る
運
動
に
取
り
組
む
。

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

医
科
歯
科
一
体
で
取
り
組
み29万筆の署名を提出した集会

で発言する保団連の大藪理事

　
協
会
・
医
会
、
保
団
連
が
全
国
的
に
取
り
組
ん
だ
2

0
1
5
年
受
診
実
態
調
査
の
中
間
集
計
で
は
、
治
療
中

断
を
医
科
の
約
3
割
、
歯
科
の
約
5
割
が
経
験
し
、
患

者
一
部
負
担
金
の
未
収
金
が
「
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が

半
数
近
く
と
な
っ
た
。
患
者
負
担
が
医
療
機
関
の
経
営

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
調
査
は
昨
年
秋
か
ら
、
全

国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
会

員
の
医
療
機
関
を
対
象
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
中
間
集
計

は
1
月
末
ま
で
に
集
計
さ
れ

た
　
協
会
・
医
会
の
結
果（
医

29
科
4
0
5
9
件
、
歯
科
1
9

9
5
件
）を
集
約
し
た
も
の
。

　
こ
の
半
年
間
で
、
主
に
患

者
の
経
済
的
理
由
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
治
療
中
断
の
経
験

が
あ
る
の
は
全
体
の
　
・
8

39

％
で
、
医
科
の
　
・
6
％
、

33

歯
科
の
　
・
5
％
だ
っ
た

52

（
図
）。

　
中
断
事
例
の
病
名
は
、
医

科
で
は
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
、
歯
科
で
は
歯
冠
修
復
・

欠
損
補
綴
、
う
蝕
、
歯
周
病

が
多
か
っ
た
。

　
医
療
費
負
担
を
理
由
に
検

査
や
投
薬
を
断
ら
れ
た
経
験

は
、
医
科
で
　
・
9
％
、
歯

45

科
で
　
・
6
％
が
「
あ
る
」

35

と
答
え
た
。

未
収
金
は
約
半
数

が
経
験

　
こ
の
半
年
間
に
患
者
一
部

負
担
金
の
未
収
金
が
「
あ
っ

た
」
と
答
え
た
の
は
、
医
科

で
　
・
0
％
、
歯
科
で
　
・

52

45

6
％
。
そ
の
う
ち
、
全
額
回

収
で
き
た
と
し
た
の
は
、
3

割
程
度
だ
っ
た
。

　
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
　75

歳
以
上
の
患
者
窓
口
負
担
を

1
割
か
ら
2
割
に
す
る
案
に

つ
い
て
は
、
医
科
歯
科
と
も

7
割
が
「
受
診
抑
制
に
つ
な

が
る
」
と
回
答
し
た
。

　
窓
口
負
担
や
患
者
の
経
済

的
な
苦
し
さ
が
受
診
抑
制
や

治
療
中
断
に
つ
な
が
り
、
医

院
経
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

得
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
調

査
結
果
だ
。
保
団
連
で
は
最

終
報
告
の
と
り
ま
と
め
が
完

了
次
第
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に

発
表
す
る
。

経済的理由の治療中断 4割が経験
受診実態調査 中間集計

　各都道府県の保険医協会・保険
医会でつくる連合体です。保険医
協会・医会には医師・歯科医師10
万4000人が加入しています。

　保険医の生活と権利を守り、国
民医療の向上を目的として、診療
報酬改善、保険診療充実の運動を
医科・歯科一体で進めています。

全国保険医団体連合会
（保団連）

2015「保団連受診実態調査」中間集計より

ま
、「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

が
持
ち
出
さ
れ
誘
導
を
図
っ

て
い
る
。
微
々
た
る
点
数
の

上
積
み
が
散
見
さ
れ
、
評
価

の
声
も
聴
か
れ
は
す
る
が
、

補
綴
に
は
ほ
と
ん
ど
手
が
付

け
ら
れ
て
い
な
い
。
歯
科
技

工
士
が
塗
炭
の
苦
し
み
の
中

で
仕
事
を
続
け
て
い
る
の
に

で
あ
る
。
財
務
省
に
首
根
っ

こ
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
て
も

厚
労
省
な
り
に
頑
張
っ
た
ん

だ
な
ど
と
考
え
て
い
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
。よ
り
大
き
な
、

激
し
い
運
動
が
な
け
れ
ば
こ

の
低
医
療
費
政
策
は
乗
り
越

え
ら
れ
な
い
。

　
大
会
後
最
初
の
理
事
会
は

新
専
門
医
制
度
・
総
合
診
療

専
門
医
の
報
告
か
ら
始
ま
っ

た
。
専
門
医
と
異
な
り
総
合

医
は
習
熟
し
た
診
断
技
術
で

多
様
な
疾
患
に
迫
っ
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
を
掻
き
立
て
は
す

る
が
、
現
在
国
が
進
め
て
い

る
「
総
合
診
療
専
門
医
」
は
、

ど
う
し
て
も
医
療
費
削
減
、

「
川
上
」
か
ら
「
川
下
」
に

患
者
を
流
し
て
い
く
受
け
皿

と
し
て
都
合
よ
く
設
計
準
備

さ
れ
て
き
た
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
今
年
の
保
団

連「
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
テ
ー
マ
「
開
業
医
医
療
の

復
権
を
め
ざ
し
て
」
の
会
内

論
議
の
一
環
と
位
置
付
け
る

こ
と
も
で
き
る
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
当
日
だ
け
で
イ
ベ
ン
ト
を

終
わ
ら
せ
る
の
で
な
く
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
テ
ー
マ

を
1
年
か
け
論
議
を
深
め
て

い
く
と
い
う
今
回
の
ス
タ
イ

ル
は
面
白
い
。
私
た
ち
日
本

の
開
業
医
の
果
た
し
て
き
た

役
割
は
何
か
、
そ
れ
を
「
総

合
診
療
専
門
医
」
に
置
き
換

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か

と
い
っ
た
あ
た
り
が
本
題
で

あ
ろ
う
。

　
先
の
大
会
に
つ
い
て
も
論

議
。
署
名
活
動
、
政
治
的
課

題
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
も
出
さ
れ

た
。
よ
り
丁
寧
な
執
行
部
の

説
明
、
提
案
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
7
月
に
は
参
院
選
挙

で
あ
る
。
保
団
連
方
針
の
と

お
り
、
平
和
と
社
会
保
障
を

基
盤
と
す
る
国
づ
く
り
を
求

め
て
い
く
。
特
に
平
和
の
問

題
は
昨
年
に
続
き
国
政
の
最

大
関
心
事
で
あ
る
。
当
然
集

団
的
自
衛
権
は
容
認
で
き
な

い
と
共
に
、
9
条
の
改
憲
も

許
さ
れ
な
い
。
仕
事
、
賃
金

を
中
心
に
国
民
生
活
と
景
気

の
悪
化
に
加
え
、
医
療
、
介

護
、
年
金
、
保
育
な
ど
悪
く

な
っ
て
い
く
一
方
で
あ
る
。

安
倍
政
権
で
は
も
う
無
理
で

あ
る
。（副

会
長
　
馬
場
　
淳
）
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イツでもんたちの勉強会
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ダ
レ
で
も
ん
：
う
～
ん
。
う
～
ん
。
で
っ
か

い
よ
う
。
重
い
よ
う
。
で
も
、お
い
し
そ
う
。

む
に
ゃ
む
に
ゃ
。

イ
ツ
で
も
ん
：
ど
う
し
た
の
？
　
ダ
レ
で
も

ん
。
夢
で
う
な
さ
れ
て
い
る
よ
。

ダ
レ
で
も
ん
：
あ
れ
ぇ
。
夢
か
。
釣
り
を
し

て
い
て
で
っ
か
い
魚
を
「
引
き
上
げ
る
」
夢

を
見
た
ん
だ
。

ド
コ
で
も
ん
：
そ
う
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

並
み
に
社
会
保
障
給
付
費
を「
引
き
上
げ
る
」

こ
と
が
大
事
な
の
。

イ
ツ
で
も
ん
：
釣
り
の
話
が
、
社
会
保
障
の

財
源
の
話
に
変

わ
っ
た
ん
だ
ね
。

ド
コ
で
も
ん
：
保

団
連
は
、
最
近
、

財
源
提
言
（
改
訂

版
）
を
出
し
た
わ

（
保
団
連
『
医
療
再
建
で
国
民
は
幸
せ
に
、

経
済
も
元
気
に
倆
医
療
へ
の
公
的
支
出
を
増

や
す
3
つ
の
提
案
』、
2
0
1
5
年
　
月
、
内

11

容
は
左
下
の
表
参
照
）。
そ
こ
で
は
、日
本
の

社
会
保
障
給
付
費
（
対
G
D
P
比
。　
年
の

09

場
合
）
を
、
現
在
の
　
・
1
％
か
ら
ド
イ
ツ
、

23

フ
ラ
ン
ス
並
み
の
　
％
程
度
に
引
き
上
げ
れ

30

ば
、
社
会
保
障
全
体
で
　
兆
円
増
、
医
療
で

32

も
　
兆
円
の
給
付
費
増
と
な
る
こ
と
を
指
摘

10
し
て
い
る
の
（
図
）。

ダ
レ
で
も
ん
：
そ
っ
か
外
　
　
兆
円
あ
れ

10

ば
、
▽
　
年
、　
年
に
1
0
0
円
ず
つ
引
き

16

18

上
が
る
入
院
時
の
食
事
代
を
1
食
2
6
0
円

の
ま
ま
据
え
置
く
の
に
1
2
0
0
億
円
▽
現

役
世
代
の
患
者
負
担
を
2
割
に
引
き
下
げ
る

の
に
約
1
兆
円
▽
　
年
か
ら
順
次
2
割
に
引

14

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
　
～
　
歳
の
患
者
窓
口

70

74

負
担
を
1
割
に
据
え
置
く
の
に
約
2
0
0
0

億
円
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
窓
口
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
診
療
報
酬
も
十
分
引

き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ね
。

ダ
レ
で
も
ん
：
で
も
、
ど
の
よ
う
に
社
会
保

障
給
付
費
を
引
き
上
げ
る
の
？
　
あ
と
、
日

本
政
府
の
借
金
は
、
国
際
的
に
も
か
な
り
高

い
水
準
だ
よ
ね
。
こ
れ
は
ど
う
す
る
の
？

ド
コ
で
も
ん
：
次
回
は
そ
の
点
を
探
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
く
）

※
イ
ツ
で
も
ん
、
ド
コ
で
も
ん
、
ダ
レ
で
も

ん
は
、
保
団
連
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

イ
ツ
で
も
ん

ダ
レ
で
も
ん

社
会
保
障
財

社
会
保
障
財
源源
はは
ああ
るる

保保
団
連
の
提

団
連
の
提
案案

事事
業業
主
負
担
を
増
や
し
保
険
料
収
入
を
増

主
負
担
を
増
や
し
保
険
料
収
入
を
増
加加

　
正
規
雇
用
の
労
働
者
を
増
や
し
、賃
金
を
引
き
上
げ
る

正
規
雇
用
の
労
働
者
を
増
や
し
、賃
金
を
引
き
上
げ
る
。。

そ
の
上
で
被
用
者
保
険
の
事
業
者
負
担
割
合
や
、国
保
料

そ
の
上
で
被
用
者
保
険
の
事
業
者
負
担
割
合
や
、国
保
料
のの

応
能
割
を
高
め
て
算
定
の
報
酬
上
限
を
引
き
上
げ
る

応
能
割
を
高
め
て
算
定
の
報
酬
上
限
を
引
き
上
げ
る
。。

法
人
税
課
税
を
先
進
7
カ

法
人
税
課
税
を
先
進
7
カ
国国
並
み
並
み
にに

　
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
減
税
を
受
け
、日
本
の
法
人
実
効

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
減
税
を
受
け
、日
本
の
法
人
実
効
税税

率率
はは
　
・
7
％（
経
常
利
益
上
位
1
0
0
社
）。先
進
7
カ

・
7
％（
経
常
利
益
上
位
1
0
0
社
）。先
進
7
カ
国国

3030

で
は
低
い
水
準
に
あ
る
。少
な
く
と
も
消
費
税
導
入
前
の

で
は
低
い
水
準
に
あ
る
。少
な
く
と
も
消
費
税
導
入
前
の
税税

率（
法
人

率（
法
人
税税
　
%
、法
人
事
業

%
、法
人
事
業
税税
　
%
）に
戻
す
。資
本
金

%
）に
戻
す
。資
本
金
11

4242

1111

億
円
以
上
の
利
益
計
上
法
人
の
法
人
税
率

億
円
以
上
の
利
益
計
上
法
人
の
法
人
税
率
をを
　
％
に
戻
す

％
に
戻
す

4242

だ
け
で
も
、6
兆
4
0
0
0
億
円
の
財
源
を
創
出
で
き
る

だ
け
で
も
、6
兆
4
0
0
0
億
円
の
財
源
を
創
出
で
き
る
。。

所
得
の
高
低
に
応
じ
た
所
得
税
課
税

所
得
の
高
低
に
応
じ
た
所
得
税
課
税
にに

　
2
0
1
5
年
以

2
0
1
5
年
以
降降
　
％
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
最
高

％
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
最
高
税税

4545

率
を
、少
な
く
と
も
消
費
税
増
税
前

率
を
、少
な
く
と
も
消
費
税
増
税
前
のの
　
％
に
戻
し
、所
得

％
に
戻
し
、所
得

6060

の
再
分
配
機
能
を
高
め
る
。株
式
配
当
の
分
離
課
税
を

の
再
分
配
機
能
を
高
め
る
。株
式
配
当
の
分
離
課
税
を
やや

め
、総
合
所
得
課
税
と
す
る
。資
産
所
得
課
税
の
税
率
を

め
、総
合
所
得
課
税
と
す
る
。資
産
所
得
課
税
の
税
率
を
引引

き
上
げ
る

き
上
げ
る
。。

ド
コ
で
も
ん

図　社会保障給付費の国際的な比較
　　　（対GDP比、2009年）

社会保障制度改革国民会議資料（2013年3月）より
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指導、監査の改善指導、監査の改善へへ
保険医協会・医会がサポート

　
日
本
弁
護
士
連
合
会

（
日
弁
連
）
は
2
0
1
4

年
8
月
、
指
導

や
監
査
制
度
の

是
正
を
求
め
る

意
見
書
を
発
表

し
た
。
人
権
や

経
営
を
脅
か
す

と
し
た
保
険
医

ら
の
救
済
申
し

立
て
に
応
え
た

も
の
だ
。

　
　
猿
猿

　
意
見
書
で

は
、▽
選
定
理

由
の
開
示
▽
準

備
時
間
に
配
慮

し
た
カ
ル
テ
指

定
▽
指
導
へ
の

弁
護
士
の
立
会
権
▽
録
音

の
権
利
▽
患
者
調
査
に
対

す
る
配
慮
▽
中
断
手
続
の

適
正
な
運
用
▽
指
導
と
監

査
の
機
関
の
分

離
お
よ
び
苦
情

申
立
手
続
の
確

立
―
の
7
点
を

指
摘
。改
善
、配

慮
、検
討
を
求

め
て
い
る
。

　
　
猿
猿

　
各
地
の
ブ

ロ
ッ
ク
や
協
会

で
、
意
見
書
の

学
習
会
や
、
弁

護
士
帯
同
が
進

ん
で
い
る
。
人

権
擁
護
の
砦
で

あ
る
日
弁
連
の

意
見
書
を
指

導
、
監
査
改
善
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

日弁連 指導、監査改善の「意見書」

摘
し
た
全
て
の
項
目
に
つ
い

て
回
答
者
の
お
よ
そ
8
割
～

9
割
が
支
持
し
た
こ
と
を
紹

介
。
他
県
の
個
別
指
導
で
は

選
定
理
由
の
開
示
や
帯
同
弁

護
士
の
希
望
す
る
位
置
へ
の

着
座
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

「
録
音
認
め
ら
れ
る
」

　
県
担
当
者
は
指
導
の
際
の

録
音
に
つ
い
て
「
指
導
内
容

の
確
認
の
た
め
に
行
わ
れ
る

録
音
は
認
め
ら
れ
る
」
と
答

え
た
。
ま
た
「
協
会
の
要
望

は
厚
生
局
へ
伝
え
る
。
不
適

切
な
指
導
の
事
例
が
あ
れ
ば

寄
せ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　
個
別
指
導
は
厚
労
省
や
地

方
厚
生
局
、
都
道
府
県
な
ど

が
共
同
で
行
う
。
島
根
協
会

で
は
中
国
厚
生
局
へ
の
懇
談

の
要
請
を
検
討
し
て
い
る
。

　
島
根
県
保
険
医
協
会
は
1

月
7
日
、
個
別
指
導
の
改
善

を
求
め
て
県
健
康
福
祉
部
と

懇
談
し
た
。

　
懇
談
で
は
日
弁
連
の
指

導
、
監
査
改
善
に
関
す
る
意

見
書
（
解
説
記
事
を
参
照
）

で
指
摘
さ
れ
た
▽
選
定
理
由

の
開
示
▽
指
導
へ
の
弁
護
士

の
立
会
権
▽
録
音
の
権
利
―

な
ど
の
7
項
目
の
実
現
を
求

め
た
。
島
根
協
会
が
昨
年
　11

～
　
月
に
行
っ
た
日
弁
連
の

12
意
見
書
に
関
す
る
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
日
弁
連
が
指

る
の
で
は
な
く
、
医
師
・
歯

科
医
師
の
人
権
を
守
る
弁
護

士
団
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
で
こ
の
日
ま
で
準
備
し
て

き
た
」
と
語
っ
た
。
大
阪
歯

科
協
会
の
吉
田
裕
志
副
理
事

長
は
「
国
は
保
険
診
療
の
質

的
向
上
と
適
正
化
を
個
別
指

導
の
名
目
に
し
て
い
る
が
、萎

縮
診
療
で
医
療
費
を
減
ら
す

意
図
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　
両
協
会
の
顧
問
弁
護
士
で

　
大
阪
府
保
険
医
協
会
と
同

歯
科
協
会
は
共
同
で
個
別
指

導
、
監
査
に
帯
同
す
る
弁
護

団
を
結
成
し
た
。
昨
年
　
月
10

に
大
阪
市
内
で
結
成
式
を
開

き
、
弁
護
団
と
し
て
①
個
別

指
導
お
よ
び
監
査
の
帯
同
②

指
導
、
監
査
に
関
す
る
法
的

問
題
の
研
究
―
を
目
的
に
活

動
す
る
こ
と
を
確
認
。
弁
護

団
に
は
5
人
の
弁
護
士
が
名

を
連
ね
た
。

人
権
を
守
る
た
め

　
結
成
式
で
大
阪
協
会
の
中

野
明
弘
副
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
不
正
請
求
を
擁
護
す

弁
護
団
団
長
の
西
晃
氏
は
、

「
年
々
指
導
が
増
え
、
監
査

に
移
行
す
る
事
例
や
中
断
を

繰
り
返
す
事
例
が
増
え
て
き

た
と
実
感
し
て
い
る
」
と
話

し
、「
不
当
な
指
導
を
防
止
す

る
た
め
に
も
弁
護
団
と
し
て

力
を
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い

き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
両
協
会
で
は
弁
護
団
と
協

力
し
て
個
別
指
導
、
監
査
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

帯
同
弁
護
団
を
結
成

大
阪
医
科
・
歯
科
協
会

県
と
懇
談
 会
員
の
声
示
す島

根
協
会

解 説

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

2016年 診療報酬改定

改善された主な点数・項目
医　科（診療所関連）

▲

一般名処方加算で、後発品がある全ての医薬品について一般名処方した場合
に、「加算１」（３点）として評価。現加算は「加算２」となり２点で変わらず。▲

院内処方の診療所に、「外来後発医薬品使用体制加算」（加算1：4点、加算
2：3点）が新設

投
　
薬

▲

在宅時医学総合管理料等に、患者の疾患・状態に応じた評価等を導入。
　①重症患者、月２回以上訪問、月１回以上訪問に区分
　②同一建物・同一日の訪問人数から、当該建築物内で医学管理を実施して
いる人数に評価を変更。▲

在医総管等における同一居住者に係る減算幅が緩和。▲

訪問診療料は、同一建物居住者・それ以外の２区分に。同一建物で「特定施設
等以外」の区分が「同一建物」に吸収され、１０３点から２０３点に引き上げ。▲

往診料において休日を新たに評価。▲

医療機関からの訪問看護指導料等の引き上げ（最大で＋２５点）。▲

在宅患者訪問薬剤管理指導料において、薬剤師１人つき１日５回から週４０
回に算定制限が緩和（医療機関の薬剤師も同様に制限緩和）。▲

在宅患者訪問点滴注射指導管理料が１００点（＋４０点）に。▲

在宅自己注射指導管理料で、同一患者の異なる疾患に対して在宅自己注
射指導管理を行っている場合に、複数医療機関での算定が認められる。▲

在宅患者訪問栄養食事指導料で算定要件を緩和（調理の実技に限定しない）。

在
　
宅

▲

要介護被保険者等の維持期リハビリテーションの医療保険算定が１８年
３月まで認められる。▲

運動器リハビリテーション料（Ⅰ）が１８５点（＋５点）に。

リ
ハ
ビ
リ

▲

入院中の他院受診での減算幅が大幅に緩和。出来高病棟で３０％から
１０％に。特定入院料等で、他院で行われた診療が入院料の包括範囲内の
場合で７０％→４０％に、包括範囲外の場合で３０％→１０％に。特定入院料
等で、精神科病院・有床診等の場合は５５％→２０％に。▲

有床診（入院基本料１・２・３又は療養病床を算定）が、新設の「有床診療所在
宅復帰機能強化加算」等を算定する場合、７対１算定病床等に課せられる
在宅復帰率の計算対象に。

入
　
院
　
等

▲

血液採取（１日、静脈）が２５点（＋５点）に、６歳未満の乳幼児の加算が２０
点（＋４点）に。▲

細菌培養同定検査の一部について、各２０点引き上げ。

検
　
査

▲

皮内、皮下及び筋肉内注射（１回）が、２０点（＋２点）に。▲

静脈内注射（１回）が３０点（＋２点）に、６歳未満の乳幼児の加算が４５点（＋
３点）に。▲

点滴注射（１日）が各２～３点引き上げ、６歳未満の乳幼児の加算が４５点（＋
３点）に。

注
　
射

▲

創傷処置は１００cm2以上について各５点引き上げ。１００cm2未満は据え置
き。▲

爪甲除去（麻酔を要しないもの）が、６０点（＋１５点）に。

処
　
置

▲

緊急帝王切開が２２,２００点（＋２,１６０点）と２０１４年改定前の２２,１６０
点の水準に。選択帝王切開は２０,１４０点に据え置き。

手
　
術

▲

指定難病について報酬評価上の手当（難病外来指導管理料、療養病棟の医
療区分２等で対象患者を拡大）。▲
外来・入院・在宅患者訪問栄養食事指導料において、がん、摂食・嚥下機能
低下、低栄養の対象患者に対象拡大。

そ
の
他

歯　科
▲

歯科疾患管理料の算定要件から文書提供が外れ、管理計画の策定と説明に変
更された。点数は１００点。歯科疾患の管理に係る文書を提供した場合は１０点
加算となる。▲

補綴時診断料も１初診１回から、１装置単位に見直された。▲

レジン前装金属冠の第一小臼歯への適用がブリッジ支台に限定されている
ものの認められた。▲

処置、補綴関連項目などの点数の引き上げ。▲

SPTの対象が４ミリ以上のポケットを有する患者にまで適用された。▲

歯科訪問診療１における時間要件が緩和された。▲

同居する同一世帯の複数の患者を診療した場合の評価が改善された。

※（　）内の点数は現行点数に対する引き上げ幅
※改善点等は現段階でわかっているもの。今後出される告示や通知を踏まえて分析、
　評価を行っていく

1
面
か
ら
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（第三種郵便物認可）

　
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
1

月
、
昨
年
相
次
い
だ
テ
ロ
事

件
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
式

典
が
開
か
れ
、
遺
族
ら
数
千

人
が
出
席
し
て
犠
牲
者
を
悼

ん
だ
。
式
典
で
は
、
昨
年
1

月
に
風
刺
週
刊
紙
「
シ
ャ
ル

リ
・
エ
ブ
ド
」
や
ユ
ダ
ヤ
教

徒
を
主
な
顧
客
と
す
る
食
料

品
店
「
ハ
イ
パ
ー
・
キ
ャ
ッ

シ
ャ
ー
」
が
襲
撃
さ
れ
た
事

件
で
死
亡
し
た
　
人
と
、
同

17

　
月
の
同
時
テ
ロ
で
亡
く

11な
っ
た
1
3
0
人
を
追
悼
し

た
。

「
屈
し
な
い
」決
意

　
非
常
事
態
宣
言
下
で
は
あ

る
が
、
同
広
場
は
事
件
の
追

悼
や
言
論
の
自
由
を
訴
え
る

集
会
の
場
と
な
っ
て
お
り
、

共
和
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

マ
リ
ア
ン
ヌ
像
の
前
に
は
ろ

う
そ
く
や
花
束
、
犠
牲
者
の

遺
影
が
並
ん
で
い
た
。

　
追
悼
式
に
参
加
し
た
市
民

ら
は
襲
撃
さ
れ
た
新
聞
社
へ

の
連
帯
を
示
す
「
私
は
シ
ャ

ル
リ
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
た
り
、
フ
ラ

2016年3月5日第2673号（ ）9

ン
ス
国
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り

し
て
、
テ
ロ
に
屈
し
な
い
決

意
を
新
た
に
し
た
。

　
同
広
場
は
1
年
前
、
テ
ロ

に
立
ち
向
か
う
1
6
0
万
人

の
市
民
ら
が
デ
モ
行
進
し
た

出
発
点
。市
民
の
1
人
は「
今

も
怒
り
と
不
安
の
は
ざ
ま
に

あ
る
が
、
テ
ロ
に
屈
し
な
い

姿
勢
を
示
し
た
い
と
思
っ
て

来
た
」。
別
の
参
加
者
は「
以

前
の
よ
う
な
自
由
で
平
和
な

暮
ら
し
を
続
け
た
い
と
願
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
が
不
可
能

な
こ
と
も
分
か
っ
て
お
り
、

と
て
も
つ
ら
く
悲
し
い
」
と

話
し
た
。
パ
リ
北
部
の
警
察

署
に
刃
物
を
持
っ
た
男
が
侵

入
し
警
察
官
に
射
殺
さ
れ
る

事
件
が
式
典
の
数
日
前
に
あ

り
、
市
民
ら
は
再
び
大
き
な

衝
撃
を
受
け
た
。

戸
惑
い
も

　
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
事
件

の
後
も
パ
リ
市
民
は
従
来
通

り
街
頭
に
出
て
デ
モ
に
参
加

し
て
い
た
。
し
か
し
、
身
近

な
仲
間
や
知
人
、
友
人
ま
で

も
が
犠
牲
と
な
っ
た
昨
年
　11

月
の
同
時
テ
ロ
は
あ
ま
り
に

衝
撃
的
だ
っ
た
。
市
民
は
怒

り
や
悲
し
み
の
中
で
、
街
頭

デ
モ
で
何
か
を
変
え
ら
れ
る

と
は
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　「
あ
ま
り
に
隙
だ
ら
け
だ
」

と
の
声
が
あ
る
一
方
で
、「
何

を
ど
う
し
て
良
い
の
か
分
か

ら
な
い
」。
自
由
を
謳
歌
し
、

自
他
と
も
に「
人
権
先
進
国
」

と
認
め
る
フ
ラ
ン
ス
。
常
に

そ
の
中
心
で
あ
り
続
け
た
パ

リ
は
今
、
静
ま
り
返
っ
て
い

る
。
官
公
庁
や
駅
な
ど
は
武

装
し
た
兵
士
ら
が
巡
回
し
警

戒
し
て
い
る
が
、
非
常
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
た
め

と
い
う
よ
り「
当
惑
が
深
い
あ

ま
り
デ
モ
で
意
思
表
示
を
し

よ
う
と
の
気
持
ち
が
消
え
失

せ
つ
つ
あ
る
」
と
の
指
摘
も
。

過
激
思
想
ど
こ
か
ら

　
容
疑
者
が
潜
ん
で
い
た
と

さ
れ
る
パ
リ
北
部
や
、
彼
ら

の
多
く
が
生
ま
れ
育
っ
た
隣

国
・
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
近
郊
の
モ
レ
ン
ベ
ー
ク

地
区
は
中
近
東
な
ど
か
ら
の

イ
ス
ラ
ム
系
移
民
が
多
数
を

占
め
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら

も
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
当

局
が「
テ
ロ
過
激
派
の
温
床
」

と
い
う
ほ
ど
の
雰
囲
気
は
な

く
、
昼
間
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

押
す
女
性
や
子
ど
も
た
ち
の

笑
い
声
が
響
く「
中
東
の
町
」

の
よ
う
な
平
穏
な
空
間
が

あ
っ
た
。

　
テ
ロ
事
件
の
現
場
は
パ
リ

東
駅
か
ら
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
大

通
り
の
数
キ
ロ
の
徒
歩
圏
内

に
集
中
す
る
。
東
駅
前
に
は

中
東
系
の
若
い
母
親
と
3
人

の
幼
児
が
冷
た
い
雨
の
中
、

座
り
込
ん
で
い
た
。
見
か
ね

た
老
婦
人
が
バ
ナ
ナ
を
差
し

入
れ
母
子
は
む
さ
ぼ
る
よ
う

に
食
べ
て
い
た
。
ベ
ル
ギ
ー

で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
職
の

無
い
イ
ス
ラ
ム
教
移
民
の
若

者
が
少
な
く
な
い
。
行
き
場

の
な
い
閉
塞
感
が
若
者
を
I

S
I
S
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
な

ど
の
過
激
思
想
に
走
ら
せ

る
、
と
の
指
摘
も
う
な
ず
け

る
。

　
猿
猿

　
住
江
　
保
団
連
は
、
公
的

保
険
制
度
の
下
で
新
薬
の
高

価
格
構
造
を
是
正
し
、
良
質

で
安
価
な
後
発
医
薬
品
の
提

供
を
求
め
る
と
と
も
に
、
医

療
へ
の
営
利
企
業
参

入
に
反
対
す
る
立
場

か
ら
、
T
P
P
に
も

反
対
を
訴
え
て
き
ま

し
た
。
M
S
F
の
T

P
P
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
加
藤
　
M
S
F
は

昨
年
7
月
、
安
倍
晋

三
首
相
に
公
開
書
簡

を
送
り
、
T
P
P
が

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
患
者
に
及
ぼ
す
影
響
を
熟

慮
し
、公
衆
衛
生
推
進
分
野
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、　
月
に
は
、
大
筋
合

11

意
文
書
が
正
式
に
公
表
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
強
い
懸

念
を
表
明
す
る
声
明
（
要
旨

を
参
照
）
を
出
し
ま
し
た
。

　
T
P
P
に
関
す
る
国
会
で

の
議
論
は
今
春
始
ま
る
見
通

し
で
す
。
2
月
に
行
わ
れ
た

T
P
P
署
名
は
手
続
き
の
一

つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
日
本
の

議
員
が
良
質
で
安
価
な
医
薬

品
の
普
及
を
阻
害
す
る
T
P

P
へ
の
参
加
を
退
け
る
機
会

は
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　
M
S
F
は
、
8
億
人
を
超

え
る
T
P
P
参
加
国
内
の

人
々
か
ら
各
国
政
府
に
声
を

あ
げ
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
自
国
の
政
府
に

対
し
、
患
者
の
健
康
や
家
族

を
守
る
た
め
に
動
く
の
か
、

多
国
籍
製
薬
企
業
の
利
益
の

た
め
に
動
く
の
か
を
問
い
た

だ
す
役
割
は
、
市
民
に
託
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
猿
猿

　
住
江
　
世
界
の
医
療
援
助

を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
で

活
動
す
る
M
S
F
と
フ
ィ
ー

ル
ド
は
異
な
り
ま
す
が
、
必

要
な
と
こ
ろ
に
お
金
の
心
配

な
く
医
療
を
提
供
す
る
土
壌

を
守
り
育
て
る
と
い
う
点
で

は
保
団
連
と
求
め
る
も
の
は

同
じ
で
す
。
T
P
P
参
加
阻

止
に
向
け
て
も
、
こ
れ
か
ら

も
協
力
･
共
同
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

斬MSFはTPP協定がもたらす影響を重く見ている。安価な薬を手に入れ
　るにあたって何百万もの人が影響を受けるからだ。TPPの大筋合意文書
　では、医薬品の市場独占を延長・強化して製薬会社を保護し、価格低下
　につながるジェネリック薬による競争をさらに遅らせる内容であること
　が確認されている。
斬医薬品とワクチンが高価格では、効果的な治療を行う上での障壁となる
　ことが広く知られるようになっている。しかし、米国政府と製薬会社が
　厳しい規制を導入し、より長期間医薬品の価格をつり上げ、ジェネリッ
　ク薬による競争を促す手段が制限される見通しになったことを大変懸念
　する。
斬TPP大筋合意条項は医薬品の価格をつり上げ、不要な苦しみを引き起こ
　すばかりでなく、国際保健に取り組む姿勢から完全に離れることを意味
　している。
斬MSFは全てのTPP加盟国政府に対し、大筋合意文書が安価な医薬品の
　普及や生物医学的イノベーション推進において進んでいきたい方向なの
　か注意深く検討するように訴える。もしこの方向と合致していなければ、
　TPPには変更や却下が必要だ。

声明要旨
MSF必須医薬品キャンペーン米国マネージャー・法政策顧問
ジュディ・リウス・サンフアン　　　　　　（2015年11月9日）

「
医
療
改
善
に
協
力
を
」と

話
し
合
っ
た

TT
PP
P
止
め
る
政
府
に
声

P
止
め
る
 政
府
に
声
をを

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
国
境
な
き
医
師
団
日
本
会
長
  加
藤
寛
幸
 氏

1面から

厳戒態勢厳戒態勢続続くくパパリリ
週刊紙社襲撃か週刊紙社襲撃からら１１年年

テ
キ
ス
ト
分
析
チ
ー
ム
が
レ
ポ
ー

テ
キ
ス
ト
分
析
チ
ー
ム
が
レ
ポ
ー
トト

無
料
公
開

無
料
公
開
中中
 活
用
を

活
用
を

　
各
分
野
の
専
門
家
ら
が

作
る
T
P
P
の
テ
キ
ス
ト

分
析
チ
ー
ム
が
レ
ポ
ー
ト

を
公
開
し
た
。
医
療
分
野

は
保
団
連
が
担
当
し
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン

タ
ー（
P
A
R
C
）の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.parc-jp.org

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

レピュブリック広場は、テロ被害者の追悼や言論の自由
を訴える場になっている（上）。マリアンヌ像のたもと
に、ろうそうや花束を供える市民たち（下）＝筆者撮影

理事・ジャーナリスト　杉山正隆
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わ
が
町
神
戸
の
「
非
核
神

戸
方
式
」
を
ア
ピ
ー
ル
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
紙
面
の

関
係
で
全
文
は
紹
介
で
き
な

い
が
『
こ
の
港
に
核
兵
器
が

持
ち
こ
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
港
湾
機
能
の
阻

害
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
不

安
と
混
乱
は
想
像
に
難
く
な

い
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
神

戸
市
会
は
核
兵
器
を
積
載
し

た
艦
艇
の
神
戸
港
の
入
港
を

一
切
拒
否
す
る
も
の
で
あ

る
』
と
決
議
さ
れ
た
の
が
、

1
9
7
5
年
3
月
　
日
、
全

18

会
一
致
で
あ
っ
た
。

　
以
来
　
年
、
神
戸
港
に
入

41

港
す
る
外
国
艦
船
に
は
、
核

兵
器
を
搭
載
し
て
い
な
い
こ

と
の
証
明
を
義
務
づ
け
た
。

　
年
に
は
、
英
空
母
の
入
港

83の
照
会
が
あ
っ
た
が
、「
軍
事

機
密
」
と
拒
否
し
た
た
め
、

入
港
を
断
っ
て
い
る
。
米
軍

艦
は
「
決
議
」
以
後
、
一
切

入
港
申
請
が
な
い
。
そ
れ
ま

で
毎
年
1
0
0
隻
以
上
寄
港

し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ

の
効
力
は
絶
大
で
あ
る
。

　
現
在
、
神
戸
港
は
若
い

カ
ッ
プ
ル
に
人
気
の
デ
ー
ト

コ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
港
に

か
つ
て
米
軍
基
地
が
あ
り
、

朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
出
撃
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
知
る
人
も
少
な
く
な
っ

て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
「
ク
リ
ス
マ

ス
休
戦
」
時
な
ど
は
、
三
宮

や
元
町
の
繁
華
街
に
米
兵
が

繰
り
出
し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
頻

発
さ
せ
て
い
た
。基
地
返
還
、

平
和
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
求
め

る
「
ク
リ
ス
マ
ス
闘
争
」
と

い
う
市
民
運
動
が
根
付
い
て

き
た
。
神
戸
港
が
返
還
さ
れ

る
の
は
、　
年
で
あ
る
。
そ

74

し
て
翌
年
、「
非
核
神
戸
方

式
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
私
は
、
平
和
運
動
の
大
切

さ
や
、
沖
縄
の
基
地
返
還
運

動
へ
の
連
帯
を
訴
え
る
と
き

に
、
こ
の
話
を
よ
く
さ
せ
て

も
ら
う
。
市
民
の
世
論
と
世

界
の
反
戦
運
動
が
、
平
和
の

港
を
作
っ
て
き
た
の
だ
と
。

「
非
核
神
戸
方
式
」
を
安
保

法
制
下
で
こ
れ
か
ら
も
守
り

抜
い
て
い
く
の
は
、
並
大
抵

で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、

神
戸
っ
子
た
ち
は
時
計
を
逆

に
戻
す
こ
と
は
許
さ
な
い
。

な
に
し
ろ
こ
の
町
に
は
、
文

明
開
化
の
昔
か
ら
時
代
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
自
負
が
あ

る
。

（
理
事
　
加
藤
擁
一
）

い
ち
ご
煮
と
カ
ゼ
水

第32回

た
煮
付
け
料
理
で
、
大
正
時

代
に
料
亭
料
理
と
し
て
供
さ

れ
、
お
吸
い
物
と
し
て
お
椀

に
盛
り
付
け
ら
れ
た
。
そ
の

乳
白
色
の
汁
に
沈
む
黄
金
色

の
ウ
ニ
の
姿
が
、
ま
る
で
朝

靄
の
中
に
霞
む
野
苺
の
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
そ
う
だ
。

　
こ
の
ま
ま
お
吸
い
物
で
も

美
味
し
い
が
、
炊
き
込
み
ご

飯
に
す
る
と
旨
味
が
つ
ま
っ

た
贅
沢
な
一
品
に
な
る
。

「
カ
ゼ
水
」

「
カ
ゼ
水
」
は
ウ
ニ
と
塩
の

み
だ
け
で
作
ら
れ
る
万
能
調

味
料
。
ウ
ニ
漁
で
と
れ
た
ウ

ニ
を
塩
ウ
ニ
に
加
工
す
る
際

に
、
副
産
物
と
し
て
発
生
す

る
も
の
で
、
主
に
岩
手
県
北

か
ら
青
森
県
南
の
三
陸
地
方

の
漁
師
の
家
庭
で
、
昔
か
ら

調
味
料
と
し
て
料
理
に
使
わ

れ
て
い
た
そ
う
だ
。
ウ
ニ
を

さ
ら
し
で
こ
さ
ず
に
無
ろ
過

で
作
る
の
で
、
風
味
が
強
く

濃
厚
な
「
カ
ゼ
水
」
と
な
る
。

バ
タ
ー
を
合
わ
せ
て
パ
ス
タ

や
オ
ム
レ
ツ
、
煮
物
や
汁
物

に
も
上
品
な
香
り
が
残
る
。

白
い
ご
飯
に
少
し
か
け
て
海

苔
で
巻
く
と
、
懐
が
寂
し
い

と
き
に
も
、
ま
る
で
ウ
ニ
の

軍
艦
を
食
べ
て
い
る
よ
う
な

気
分
に
な
る
。

い
ち
ご
煮
　
味
の
加
久
の
屋

0
1
2
0
倆
3
4
倆
2
4
4
4

カ
ゼ
水
　
宏
八
屋
　

0
1
9
4
倆
6
5
倆
5
1
1
1

（
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
　

早
坂
美
都
）

　
以
前
、「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
と

い
う
連
続
テ
レ
ビ
小
説
が

あ
っ
た
が
、
主
人
公
あ
ま

ち
ゃ
ん
の
ゆ
か
り
の
地
、
三

陸
地
方
を
女
性
歯
科
医
師
4

人
で
旅
行
を
し
た
こ
と
が
あ

る
。
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
道

る
。

「
い
ち
ご
煮
」

　
八
戸
地
方
の
方
言
で
、
ウ

ニ
の
こ
と
を
「
カ
ゼ
」、
ア
ワ

ビ
を
「
ア
ン
ビ
」
と
い
う
そ

う
だ
が
、
い
ち
ご
煮
の
ル
ー

ツ
は
、
漁
師
の
浜
料
理
。
カ

ゼ
と
ア
ン
ビ
を
豪
快
に
盛
っ

中
で
出
会
っ
た
「
ウ
ニ
」
を

使
っ
た
2
種
類
の
調
味
料
は

と
て
も
重
宝
し
て
お
り
、
今

も
時
々
お
取
り
寄
せ
し
て
い

神
戸
っ
子
の
誇
り

「
非
核
神
戸
方
式
」

映画画 「「いしゃ先いしゃ先生生」

　
2
0
1
3
年
5
月
か
ら
　
年
2
月
ま
で
本
紙
に
連
載

15

し
て
い
た
小
説
「
い
し
ゃ
先
生
」
の
映
画
が
、
各
地
で

上
映
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

故
郷
の
山
形
県
西
川
町
大
井
沢
で
地
域
医
療
に
尽
力
し

た
女
性
医
師
、
志
田
周
子
の
半
生
を
描
い
た
も
の
。
鑑

賞
し
た
会
員
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

女性医師・志田周子の生涯描く

上映中の劇上映中の劇場場
千葉県千葉県　
イオンシネマユーカリがイオンシネマユーカリが丘丘
（2月27日～（2月27日～））
大阪府大阪府　
シネ・リーブル梅シネ・リーブル梅田田
（3月26日～（3月26日～））
この他、決定次第お知らせしまこの他、決定次第お知らせしますす。。

主演は平山あや。榎木孝明、長谷川初範、テツandトモ
などが出演している。監督は永江二朗氏

　
東
京
で
医
師
に
な
っ
た
ば

か
り
の
志
田
周
子
は
、
父
に

呼
び
戻
さ
れ
、
3
年
の
約
束

で
故
郷
で
診
療
を
始
め
る
。

大
井
沢
は
日
本
で
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
医
師
も
お
ら
ず
、

冬
に
は
病
人
を
そ
り
に
乗
せ

て
峠
を
越
え
て
隣
町
の
病
院

に
運
ん
だ
。
村
人
た
ち
は
最

初
、
病
気
に
な
れ
ば
祈
祷
師

を
頼
み
、「
女
医
者
に
何
が
分

か
る
」「
医
者
様
さ
払
う
金
も

ね
え
」
の
言
葉
を
周
子
に
ぶ

つ
け
る
。
し
か
し
周
子
は
、

家
を
一
軒
一
軒
訪
ね
な
が
ら

診
療
を
行
う
こ
と
で
少
し
ず

つ
医
療
を
地
域
に
根
付
か
せ

て
い
っ
た
。猿

猿

　
原
作
者
の
あ
べ
美
佳
氏

は
、「
こ
の
映
画
は
、
全
国
の

へ
き
地
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
、
今
の
医
療
者
へ
の
応
援

ウ
ニ
と
塩
で
作
ら
れ
る
カ
ゼ
水（
右
）と
ウ
ニ
と

ア
ワ
ビ
を
お
吸
い
物
に
し
た
い
ち
ご
煮（
左
）

歌
で
す
」
と
語
っ
て

い
る
。
映
画
は
昨
年

　
月
か
ら
山
形
県
で

11先
行
上
映
。
県
内
の

観
客
動
員
数
は
2
万

人
を
超
え
た
。
1
月

か
ら
は
、
東
京
、
愛

知
な
ど
全
国
各
地
で

上
映
さ
れ
て
い
る
。

猿
猿

　
先
行
上
映
さ
れ
た
山
形
県

で
は
、
鑑
賞
し
た
会
員
か
ら

協
会
に
、「
国
民
皆
保
険
制
度

が
い
か
に
す
ば
ら
し
い
も
の

か
と
い
う
こ
と
が
、
制
度
の

な
い
時
代
の
志
田
先
生
と
村

人
と
の
交
流
を
通
し
て
伝

わ
っ
た
」「
い
し
ゃ
先
生
を
平

山
あ
や
さ
ん
が
す
る
と
決
め

た
時
、
綺
麗
す
ぎ
る
の
で
は

と
思
い
ま
し
た
が
、
と
て
も

ぴ
っ
た
り
で
し
た
。
す
ば
ら

し
か
っ
た
」「
特
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
患
者
第
一
号

の
方
が
『
知
識
の
な
い
ご
ど

は
、
お
金
の
な
い
ご
ど
よ
り

恐
ろ
し
い
ご
ど
だ
な
あ
』
と

話
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。
保
団
連
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
を
守
り
、
充
実
さ
せ

る
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
映
画
「
い
し
ゃ
先
生
」

の
普
及
に
協
力
し
て
い
る
。

猿応募規格 半切またはA3判サイズ／組写真も可（1組3  
　枚まで）／カラー・モノクロ自由
猿テーマ①自由テーマ　②個別テーマ「感動」
猿出展数①1人2点以下（組写真は1組を1点とする）
猿応募資格 会員と家族・従業員、協会・医会事務局員
猿出展料 1点3,000円、2点目1,500円（返却希望なら　
　別途1,700円）

写真展開催期写真展開催期間間 　２０１6年6月28日～７月３日

※問い合わせ先：保団連文化部（03-3375-5121）

募集期募集期間間
２０１6年
４月１日（金）

～

５月９日（月）

第
　
回
全
国
保
険
医
写
真
展
・
保
団
連
会
長
賞

26
「
こ
こ
を
切
り
た
い
」高
田
洋
子

（
山
口
県
保
険
医
協
会
）

作作品品
募募集集

写
真
展

第第
　

回回
2727

全
国
保
険
医

絹2015「いしゃ先生」製作委員会
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地
域
医
療
へ
の
影
響
懸
念

新
専
門
医
制
度
　

『『
月
刊
保
団
連

月
刊
保
団
連
』』33
月
号
月
号
 

災
害
復
興
と
医
療
・
福
祉
の

災
害
復
興
と
医
療
・
福
祉
の
　

ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
りり

特特
集集

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
、
被
災
地
の
復
興
と
ま

東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
、
被
災
地
の
復
興
と
ま
ちち

づ
く
り
は
進
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か

づ
く
り
は
進
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。。

押
し
寄
せ
る
巨
大
事
業
計
画
や
、
地
域
・
被
災
者

　
押
し
寄
せ
る
巨
大
事
業
計
画
や
、
地
域
・
被
災
者
のの

生
活
実
態
に
合
わ
な
い
復
興
策
に
よ
る
新
た
な「
災
害

生
活
実
態
に
合
わ
な
い
復
興
策
に
よ
る
新
た
な「
災
害
」」

の
ほ
か
、
原
発
事
故
の
被
災
地
で
は
、
被
ば
く
の
不

の
ほ
か
、
原
発
事
故
の
被
災
地
で
は
、
被
ば
く
の
不
安安

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
断
が
人
々
を
苦
し
め
て
い
る

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
断
が
人
々
を
苦
し
め
て
い
る
。。

特
集
で
は
、
被
災
3
県
の
医
師
・
歯
科
医
師
座
談

　
特
集
で
は
、
被
災
3
県
の
医
師
・
歯
科
医
師
座
談
会会

を
は
じ
め
、
被
災
地
の
医
療
と
暮
ら
し
の
現
状
や
、

を
は
じ
め
、
被
災
地
の
医
療
と
暮
ら
し
の
現
状
や
、
原原

発
事
故
被
害
の
実
態
を
見
な
が
ら
、
安
心
し
て
住
み

発
事
故
被
害
の
実
態
を
見
な
が
ら
、
安
心
し
て
住
み
続続

け
ら
れ
る
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
実

け
ら
れ
る
医
療
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
実
践践

を
通
し
て
、
今
後
の
課
題
を
考
え
る

を
通
し
て
、
今
後
の
課
題
を
考
え
る
。。

【
レ
ポ
ー
ト

【
レ
ポ
ー
ト
】】「
原
発
の
町
の
暮
ら
し
」
と
住
民
運
動

「
原
発
の
町
の
暮
ら
し
」
と
住
民
運
動
――

川
内
原
発
視
察
報
告
（
保
団
連
公
害
対
策
部

川
内
原
発
視
察
報
告
（
保
団
連
公
害
対
策
部
））

猿猿
診
療
研
究
／
文
化
／
ほ

診
療
研
究
／
文
化
／
ほ
かか

　
2
0
1
7
年
か
ら
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
新
専
門
医

制
度
は
、
す
べ
て
の
医
師
が

専
門
医
を
取
得
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
、
新
た
な
専
門
医

と
し
て
総
合
診
療
専
門
医
の

創
設
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

国
民
皆
保
険
の
担
い
手
で
あ

る
医
師
の
あ
り
方
や
地
域
医

療
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
。　
　
専
門
医
資
格
の
更
新
や
旧

資
格
か
ら
の
移
行
に
「
活
動

実
績
」「
診
療
実
績
」
が
評
価

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
数

管
理
、
医
師
の
階
層
化
・
差

別
化
、
診
療
報
酬
上
の
不
利

益
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
ま
た
、
総
合
診
療

専
門
医
を
、
地
域
包
括
ケ
ア

の
要
と
位
置
づ
け
、
患
者
の

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
阻
害
、
医

療
費
抑
制
や
医
師
の
管
理
統

制
に
つ
な
げ
る
動
き
に
も
注

意
が
必
要
だ
。
保
団
連
は
国

民
皆
保
険
制
度
と
地
域
医
療

を
守
る
立
場
か
ら
制
度
の
問

題
点
の
改
善
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

「
延
期
」も
検
討

社
保
審
部
会

　
新
専
門
医
制
度
に
つ
い

て
、
2
月
　
日
の
社
会
保
障

18

審
議
会
医
療
部
会
で
議
論
が

行
わ
れ
た
。

　
部
会
で
は
、
研
修
施
設
群

の
偏
り
に
よ
る
医
師
の
地
域

偏
在
や
地
域
医
療
へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
意
見
が
出
さ
れ

た
。
　
日
本
専
門
医
機
構
の
池
田

康
夫
理
事
長
は
、
地
域
医
療

に
十
分
配
慮
し
た
制
度
に
な

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
述
べ

た
。
し
か
し
、
専
門
紙
の
報

道
で
は
、
日
本
医
師
会
の
中

川
俊
男
副
会
長
が
、
医
師
偏

在
を
強
め
る
と
し
て
、「
地
域

医
療
に
配
慮
と
い
う
が
逆
行

し
て
い
る
」
と
指
摘
。
ま
た

「
指
導
医
の
数
を
ク
リ
ア
で

き
る
病
院
は
な
か
な
か
な

い
。
次
の
医
療
崩
壊
の
先
駆

け
」（
全
国
自
治
体
病
院
協
議

会
・
邉
見
公
雄
会
長
）、「
地

「
ゼ
ロ
税
率
」で
損
税
解
消
を

輸
出
品
に
同
様
の
仕
組
み

事
故
調
査
制
度
見
直
し

医
療
者
の
人
権
尊
重
の
立
場
で

　
2
0
1
5
年
　
月
か
ら
始

10

ま
っ
た
医
療
事
故
調
査
制
度

に
関
し
て
、
日
本
医
療
安
全

調
査
機
構
の
発
表
に
よ
る

と
、
1
月
末
日
ま
で
の
4
カ

月
間
で
、
医
療
事
故
報
告
件

数
は
累
計
1
1
5
件
と
な
っ

た
。
院
内
事
故
調
査
結
果
は

累
計
で
　
件
。
1
月
に
は
遺

15

族
か
ら
同
機
構
へ
の
調
査
依

頼
が
1
件
あ
っ
た
こ
と
も
報

告
さ
れ
た
。

　
保
団
連
は
　
年
　
月
に
見

13

12

解
を
発
表
。
医
療
事
故
調
査

制
度
が
真
に
「
医
療
安
全
」

の
目
的
を
達
す
る
た
め
に

は
、
医
療
者
の
責
任
追
及
に

つ
な
が
ら
な
い
運
用
が
重
要

と
し
て
い
る
。
医
療
者
や
患

者
の
人
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
、
事
故
調
査
報
告

書
を
訴
訟
に
利
用
す
べ
き
で

な
い
と
い
う
社
会
的
合
意
を

図
る
こ
と
も
肝
要
だ
。

　
同
制
度
は
今
年
6
月
ま
で

に
事
故
調
査
の
実
施
状
況
を

勘
案
し
て
、
見
直
し
が
行
わ

れ
る
。
そ
の
際
、
異
状
死
体

の
警
察
へ
の
届
出
義
務
を
定

め
た
医
師
法
　
条
の
見
直
し

21

も
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
。

　
保
団
連
は
医
療
安
全
、
医

療
者
の
人
権
尊
重
の
立
場
で

引
き
続
き
働
き
掛
け
を
行
う

と
し
て
い
る
。　

図  ゼロ税率による損税解消

新専門医制度の概要
　厚労省の「専門医の在り方に関する
検討会」最終報告書（2013年4月）
によれば、制度のポイントは次の4つ。
①学会から独立した中立的な第三者
機関が専門医の認定、養成プログラム
の評価などを統一的に行う、②従来の
専門医制度を改め、18の「基本領域専
門医」と「サブスペシャルティ専門医」
の2段階とする、③医師は今後、19の
基本領域のいずれかの専門医を取得
することを基本とする、④19番目の
「基本領域専門医」として総合診療専
門医を創設する。

　制度の基本設計は、2年間の臨床基
礎研修の後、概ね3年の研修と試験を
経て、基本領域専門医を取得する。
　2014年5月に第三者機関として日本
専門医機構が設立され、専門医の認定・
更新基準、養成プログラム、既存の専門
医から新専門医への移行基準の策定を
準備している。15年4月から初期臨床研
修に入った人たちが、2017年度から後
期研修（専攻医研修）を受け、20年度
には新制度での専門医が誕生する。
　従来の学会認定の専門医については、
15～19年度の間に新制度での専門医
に移行する措置がとられる。

　
昨
年
　
月
　
日
に
決
定
し

12

１6

た
与
党
税
制
改
正
大
綱
は
、

医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消

費
税（
い
わ
ゆ
る「
損
税
」）問

題
に
つ
い
て
、「
2
0
1
7
年

度
税
制
改
正
に
際
し
、
総
合

的
に
検
討
し
、結
論
を
得
る
」

と
し
た
。

　
消
費
税
8
％
へ
の
増
税
の

影
響
で
病
院
を
中
心
に
医
療

機
関
の
経
営
が
悪
化
し
て
い

る
。　
年
4
月
に
予
定
さ
れ

17

る
　
％
へ
の
引
き
上
げ
で
損

10
税
負
担
は
医
療
機
関
の
経
営

を
崩
壊
さ
せ
、
ひ
い
て
は
地

域
医
療
に
も
影
響
す
る
。

　
医
療
界
は
一
致
し
て
、
損

税
問
題
の
抜
本
解
決
を
求
め

て
き
た
。そ
の
方
法
と
し
て
、

保
団
連
は
「
ゼ
ロ
税
率
」
の

適
用
に
よ
る
免
税
を
求
め
て

い
る
。

　「
ゼ
ロ
税
率
」は
保
険
診
療

を
課
税
売
り
上
げ
と
み
な

し
、
消
費
税
ゼ
ロ
％
で
計
算

す
る
。
仕
入
れ
な
ど
に
支

払
っ
た
消
費
税
額
は
全
額
控

除
で
き
（
仕
入
れ
税
額
控

除
）、還
付
申
告
に
よ
っ
て
損

税
を
解
消
す
る（
図
）。患
者
・

国
民
に
消
費
税
を
負
担
さ
せ

ず
、
医
療
の
実
質
非
課
税
を

堅
持
し
た
ま
ま
、
損
税
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
輸
出
品
や
国
内
の
免
税
店

で
の
取
引
に
つ
い
て
は
「
国

外
消
費
に
は
課
税
し
な
い
」

と
の
趣
旨
で
免
税
が
図
ら
れ

て
い
る
。
医
療
・
介
護
を

「
ゼ
ロ
税
率
」と
し
た
上
で
、

輸
出
品
等
と
同
様
に
仕
入
れ

時
に
支
払
っ
た
消
費
税
相
当

額
を
控
除
す
る
こ
と
で
、
実

務
的
に
も
可
能
だ
。

方
の
中
小
病
院
や
へ
き
地
の

病
院
は
、
と
ど
め
を
刺
さ
れ

る
」（
日
本
精
神
病
院
協
会
・

山
崎
学
会
長
）
な
ど
、
厳
し

い
批
判
が
相
次
い
だ
。ま
た
、

初
期
臨
床
研
修
を
終
え
て
専

門
医
の
研
修
を
受
け
る
「
専

攻
医
」
の
待
遇
や
、
日
本
専

門
医
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

　
年
4
月
の
開
始
は「
拙
速
」

17「
延
期
す
べ
き
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
部
会
で
は
今

後
、専
門
委
員
会
を
設
置
し
、

実
施
時
期
も
含
め
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
新
専
門
医
制
度
は
、
厚
労

省
か
ら
独
立
し
た
第
三
者
機

関
で
あ
る
日
本
専
門
医
機
構

が
中
心
と
な
っ
て「
専
門
医
」

を
認
定
、
更
新
す
る
制
度
。

社
会
保
障
審
議
会
で
の
結
論

に
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、

医
療
界
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー

か
ら
厳
し
い
意
見
が
相
次
い

だ
こ
と
で
、
今
後
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
必
至
だ
。　
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開催場所開催日協会名
札幌3/21北海道
旭川3/21
函館3/21
釧路3/21
帯広3/21
北見3/21
八戸3/24青 森
青森3/25
十和田3/26
五所川原3/26
むつ3/27
弘前3/28
北上3/23岩 手
宮古3/24
釜石3/25
盛岡3/26
一関3/28
大船渡3/29
二戸3/30
久慈3/31
仙台3/24宮 城
岩沼3/24
石巻3/25
気仙沼3/26
古川3/28
横手3/19秋 田
北秋田3/20
秋田3/23
庄内3/22山 形
山形3/23
福島3/23福 島
会津若松3/23
相馬3/24
いわき3/24
郡山3/25

開催場所開催日協会名
上田3/22長 野
長野3/23
飯田3/23
松本3/24
佐久3/25
岐阜3/31岐 阜
多治見4/3
沼津3/25静 岡
静岡3/26
浜松3/28
豊橋4/2愛 知
名古屋4/3
津3/27三 重
大津3/27滋 賀
京都3/21京都歯
大阪国際会議場3/21大阪歯
南河内3/24
北部・東部3/26
北大阪3/26
堺・高石・和泉3/26
西部・南部3/27
北河内4/2
三島4/3
東大阪･八尾･柏原4/9
泉州4/16
神戸3/20兵 庫
姫路3/21
尼崎3/21
三田3/22
明石3/24
伊丹3/24
加古川3/26
神戸4/3
奈良3/21奈 良
和歌山3/27和歌山
鳥取3/18鳥 取
米子3/22

開催場所開催日協会名
松江3/22島 根
出雲3/23
岡山3/20岡 山
岡山3/22
岡山3/29
福山3/23広 島
広島3/24
周南3/23山 口
萩3/24
下関3/24
岩国3/26
山口3/28
徳島3/24徳 島
高松3/21香 川
松山3/20愛 媛
安芸3/22高 知
高知3/23
幡多3/25
筑後3/24福岡歯
北九州3/25
福岡3/27
佐賀3/21佐 賀
佐世保3/24長 崎
諫早3/25
長崎3/30
島原3/31
熊本3/29熊 本
八代4/2
大分3/21大 分
日田3/25
県央・県南3/25宮 崎
県北3/31
鹿児島3/26鹿児島
那覇3/27沖 縄
宮古島4/3
石垣4/3

開催場所開催日協会名
白河3/25福 島
筑西3/25茨 城
土浦3/26
水戸3/27
宇都宮3/22栃 木
栃木3/25
大田原3/28
前橋3/24群 馬
太田3/27
大宮3/24埼 玉
春日部3/25
熊谷3/28
川越3/29
市川3/23千 葉
千葉3/24
八千代3/24
佐倉3/26
旭3/27
市原3/28
松戸3/30
館山3/30
木更津3/31
船橋3/31
文京3/23東京歯
千代田3/27
横浜3/24神奈川
川崎3/25
藤沢3/26
海老名3/27
甲府3/23山 梨
新潟3/26新 潟
長岡3/27
富山3/23富 山
金沢3/24石 川
福井3/24福 井

開催場所開催日協会名
山口3/28山 口
阿南3/24徳 島
徳島3/24
美馬3/25
中讃3/27香 川
高松3/27
大洲3/23愛 媛
松山3/24
新居浜3/25
安芸3/22高 知
南国3/24
幡多3/25
須崎3/26
高知3/29
福岡3/23福 岡
北九州3/24
筑後3/30
筑豊3/30
京築3/31
佐賀3/24佐 賀
唐津3/26
佐世保3/24長 崎
諫早3/25
島原3/26
長崎3/28
熊本（診）3/26熊 本
熊本（病）3/28
八代4/2
中津3/23大 分
別府3/24
日田3/26
大分3/27
佐伯3/30
県央・県南3/28宮 崎
県北3/30
霧島3/24鹿児島
奄美3/26
鹿児島3/27
指宿3/28
薩摩川内3/29
鹿屋3/30
伊佐3/31
那覇3/26沖 縄

開催場所開催日協会名
札幌3/27北海道
青森3/26青 森
むつ3/27
五所川原3/28
八戸3/29
弘前3/30
十和田3/30
北上3/23岩 手
宮古3/24
盛岡3/26
一関3/28
大船渡3/29
久慈3/31
仙台3/23宮 城
石巻3/25
気仙沼3/26
古川3/28
大河原3/29
横手3/19秋 田
北秋田3/20
秋田3/23
山形3/25山 形
最上3/28
庄内3/29
置賜3/30
福島3/23福 島
会津若松3/23
相馬3/24
いわき3/24
郡山3/25
白河3/25
水戸3/28茨 城
土浦3/29
筑西3/30
宇都宮（入）3/24栃 木
宇都宮（外）3/24
足利3/25
大田原3/25
真岡3/29
日光3/29
小山3/30
前橋3/24群 馬
太田3/27
川越3/24埼 玉
熊谷3/25
春日部3/28
大宮（病･有）3/29
大宮（診）3/29
船橋3/24千 葉

開催場所開催日協会名
松戸3/25千 葉
千葉3/26
茂原3/27
旭3/27
館山3/30
木更津3/31
立川たましんRISURU3/23東 京
文京シビックホール3/24
お茶の水全電通ホール3/25
中野ゼロ大ホール3/25
日本教育会館3/27
お茶の水（病・有）3/28
横浜（病）3/26神奈川
茅ヶ崎（外）3/26
海老名（外）3/27
横浜（外）3/30
都留3/23山 梨
甲府3/24
新潟①3/24新 潟
上越3/26
新潟②3/27
長岡3/27
新潟（病）3/29
高岡3/26富 山
富山3/27
七尾3/27石 川
金沢3/27
福井3/27福 井
松本3/24長 野
長野3/25
岡谷3/26
飯田3/28
上田3/29
高山3/22岐 阜
岐阜3/23
大垣3/26
岐阜（病）3/27
土岐3/28
沼津3/24静 岡
静岡3/25
浜松3/28
豊橋3/26愛 知
名古屋3/27
一宮3/30
四日市3/27三 重
伊勢3/27
津3/27
尾鷲3/31
大津3/27滋 賀

開催場所開催日協会名
米原4/3滋 賀
京都3/21京 都
大阪（病）3/23大 阪
大阪（診・病）3/24
河内長野(診）3/25
茨木（診）3/25
大阪（診）3/26
守口（診）3/28
泉南（診）3/28
保険医協会（有）3/29
堺（診）3/29
保険医協会（精神科）3/30
明石3/22兵 庫
尼崎3/23
神戸（診）3/24
神戸（病）3/24
宝塚3/24
加古川3/24
小野3/25
神戸（診）3/26
姫路（診）3/26
姫路（病）3/26
三田3/26
淡路3/26
但馬3/27
西宮3/31
奈良3/24奈 良
橿原3/27
和歌山（外・入）3/24和歌山
田辺（外）3/26
那智勝浦（外）3/26
橋本（外）3/31
米子（診）3/23鳥 取
倉吉（病）3/25
鳥取（診）3/27
松江（外）3/22島 根
出雲（外）3/23
出雲（入）3/24
浜田（外）3/27
大田（外）3/27
岡山3/27岡 山
福山3/23広 島
広島3/27
三次3/30
呉3/31
周南3/23山 口
萩3/24
下関3/25
岩国3/26

歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科 新点数検討会開催一新点数検討会開催一覧覧

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科 新点数検討会開催一新点数検討会開催一覧覧

全国各地で新点数検討会開全国各地で新点数検討会開催催
　
4
月
1
日
か
ら
診
療

報
酬
が
変
わ
る
た
め
、

全
国
で
一
斉
に
新
点
数

検
討
会（
説
明
会
）が
開

催
さ
れ
る
。
4
月
上
旬

ま
で
の
開
催
予
定
は
以

下
の
通
り
（
2
月
　
日
22

現
在
）。参
加
対
象
が
会

員
の
み
の
協
会
が
あ
る

の
で
、
参
加
条
件
な
ど

に
つ
い
て
は
最
寄
り
の

保
険
医
協
会
・
保
険
医

会
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
き
た
い
。

（病）は病院、（有）は有床診療所、
（診）は診療所向け。
（入）は入院、（外）は外来が中心。
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